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高校スポーツの祭典「第７２回山口県高等学校総合体育

大会」がいよいよ開幕します。選手の皆さんは高校生活の

運動部活動の集大成として大会に挑まれることでしょう。山口新聞が高校スポーツ発

展のため共催に加わり、今年で１３回目となります。大会の共催者として、これまで

選手たちの汗と涙、感動と喜びを多くの方々に伝えようと取り組んでまいりました。 

 

今大会は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、競技種目によっては無観客で実

施されることと思います。「応援に来てくれた家族、友人、関係者に懸命な姿を見せ

たい」「選手の晴れ舞台を見届け、声援を送りたい」との思いが叶わない中、山口新

聞は皆さんの思いに応えるべく、熱戦の模様を記事や写真で県民の皆さんに伝えてい

きます。 

 

 昨年は大会を中止せざるを得ない状況となりました。今年出場される皆さんももち

ろんですが、昨年の大会を部活動の集大成にと取り組んできた先輩たちは、さぞ無念

だったことと思います。２年ぶりの大会、選手の皆さんには先輩たちの分も含めて精

一杯のパフォーマンスを見せてくれるものと期待します。県内約１万人の生徒たちが

参加、３１の競技に挑みますが、例年にも増して多くのドラマと好記録が生まれるこ

とでしょう。 

 

この大会は、７月２４日から開催される全国高校総体「輝け君の汗と涙 北信越総

体２０２１」（福井、新潟、富山、石川、長野の５県と和歌山県〈ヨット競技〉）の予

選を兼ねた大会でもあります。今大会や中国大会などを勝ち上がった県代表選手たち

の全国大会での活躍ぶりも、大きく紙面を使って伝えていきます。皆さんの中からは

２０２４年フランス・パリで開かれるオリンピックを目指す選手もいることでしょう。

高校総体をきっかけに、世界にはばたく選手が数多く誕生することを願っています。 

 

 最後になりましたが、選手の皆さんのご健闘を祈念いたしますとともに、コロナ禍

の厳しい状況の中、日々の指導や大会運営に取り組んでおられる山口県高等学校体育

連盟の先生方、各競技団体関係者の皆さまに心からの敬意と感謝を申し上げまして、

あいさつといたします。 



 ご あ い さ つ 

 

                    山口県高等学校体育連盟  

                    会 長 原 井   進 

 

第７２回山口県高等学校総合体育大会が、５月２９
日から３１日までの３日間を中心に、柳井学園高等学
校２年岡田 亜沙美さんの作品「実現させたい夢がある 

～相手を敬い、本気の勝負 今、開幕～」のスローガン
の下、盛大に開催できますことを大変うれしく思いま
す。 

この大会は、３１競技に県下７６校、８，６１８人の高校生が覇権をかけて
競う、山口県最大の高校スポーツの祭典です。大会の勝者の多くが高校生アス
リートの夢舞台でもあるインターハイへの出場権を得るものであり、この大会
を目標に各選手・チームは、これまで練習を重ね、競技力を高めてきたと思い
ます。選手の皆さんが、これまでの練習の成果を十分に発揮されることを願う
とともに、皆さんの健闘と高校生らしいはつらつとしたプレーを期待していま
す。 

 

また昨年は、新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、夏のインターハイを
はじめとする各種大会が中止となる中、県、県教委、各専門部をはじめとする
関係の皆様の御支援と御協力により、「やまぐち高校生 2020メモリアルカップ」
が開催されましたこと、改めて感謝いたします。 
 
さて、今年度当初全国を明るくするニュースが飛び込んできました。白血病

を公表し、抗がん剤治療などの厳しい治療と戦ってきた競泳の池江璃花子選手
が東京オリンピックの代表選考会を兼ねる日本選手権で４冠を達成し見事代表

に内定しました。レース直後のインタビューでは「辛くしんどくても、努力は
必ず報われると思った。五年前の五輪選考会よりもずっと自信がなかったし、
自分が勝てるのはずっと先のことだと思っていた。でも、このタイムでは世界

と戦えない。さらに高みを目指していきたい。」と結果を素直に喜びながらも、
常に高みを目指して努力し続けることの大切さも我々に教えてくれました。 
 
今年もインターハイ出場をかけて、これから県内各地で熱戦が繰り広げられ

ます。７月２４日から福井県を中心に新潟県、富山県、石川県、長野県及び和
歌山県で開催される「輝け君の汗と涙 北信越総体 2021」において、山口県の高
校生のこれまでの努力が実を結び、元気と感動を県民に届けてくれることを心
から願っております。 
 
結びになりますが、本年度も今大会を共催していただいております山口新聞

社様、そして今大会をはじめ日々の練習の指導に御尽力いただいております各
学校の先生方、高校生を温かく支えていただいております保護者の皆様方、さ
らには、山口県並びに山口県教育委員会をはじめ高校生の運動部活動に格別の
御理解と御支援をいただいております各競技団体の関係者の皆様に対し、深く
感謝とお礼を申し上げ、あいさつといたします。 


